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安全のために必ずお守りください

誤った取り扱いをしたときに生じる危険とその程度を、次の区分で説明しています。

お使いになる方や他の人への危害、財産への損害を未然に防ぐため、必ずお守りいただく
ことを説明しています。

１

本文中のマークは、次の意味を表します。

このマークは、してはいけない「禁止」を表しています。

このマークは、必ず実行していただく「指示」を表しています。

この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が死亡、重傷を負う可能性、または
火災の可能性が想定される内容を示しています。

この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が軽傷を負う可能性や物的損害の
発生が想定される内容を示しています。

警告
注意

警告（WARNING）

分解禁止

水に浸けたり、水などをかけたり
しない
本体を水に浸けたり、水やコーヒー、
ジュースなどの液体をかけないでくだ
さい。
水などの液体が本体内部に流れ込む
と、故障・漏電・火災の原因になり
ます。
水に浸けたり、水などの液体をかけて
しまったときはご使用を中止し、お買い
上げの販売店にご相談ください。

本体内に異物を入れない
吹出口や吸気グリルにピンや
針金などの異物を入れないで
ください。
感電やけがの原因になります。

交流100Ｖ以外での使用やタコ足
配線をしない
タコ足配線などで定格を超え
ると発熱による火災の原因に
なります。

異常・故障時は運転を停止して
電源プラグを抜く
水漏れ、焦げくさい臭いなど異常や
故障と思われるときはご使用を中止
し、お買い上げの販売店にご相談く
ださい。
火災・感電・けがの原因になります。

分解修理・改造の禁止
故障・破損したら、使用しな
いでください。また、お客様
自身による分解・修理・改造
はしないでください。
感電や故障の原因になります。
修理はお買い上げの販売店に
ご相談ください。

幼児の手の届くところでは使わない
子供だけで使わせたり、幼児
の手の届くところでは使わ
ないでください。
やけど・けが・感電の原因に
なります。

お手入れに塩素系・酸性タイプの
洗剤は使わない
有毒ガスが発生し、健康を害する原因に
なります。

お手入れするときは、電源プラグ
を抜く
感電の原因になります。

禁 止

禁 止

禁 止

禁 止

運転停止直後（約１分間）はヒータ
周辺に触れない
やけど・けが・感電の原因になります。

接触禁止

水ぬれ禁止

プラグを抜く

プラグを抜く
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吸気グリル・抗菌エアフィルター
を外したまま使用しない
性能が発揮されず、故障の原因になります。

禁 止

２

電源プラグを抜くときは、電源
プラグを持って抜く
電源コードを持たずに、必ず
先端の電源プラグを持って引き
抜いてください。
火災や感電の原因になります。

長期間使用しないときは、電源
プラグを抜く
けがややけど、絶縁劣化による感電や漏電
火災の原因になります。

タンクの水や本体内部は常に清潔
にする
タンクの水は毎日新しい水道水と入れ替え、
本体内部は常に清潔に保つよう定期的にお
手入れしてください。
お手入れせずに使用を続けると、雑菌やカビが繁殖
し悪臭の原因になります。
体質によっては、過敏に反応し健康を損なう原因に
なります。

注意（CAUTION）

必ず行う

必ず行うプラグを抜く

電源プラグのお手入れをする
ときどきは電源プラグを抜き、
ほこりなどを除去してください。
ほこりがたまると湿気などで絶
縁不良となり、火災の原因にな
ります。

ぬれた手で電源プラグを抜き差し
しない
感電やけがの原因になります。

電源プラグは確実に差し込む
電源プラグはコンセントに根元
まで確実に差し込み、傷んだプ
ラグやゆるんだコンセントは使
用しないでください。
火災や感電の原因になります。

電源コードを傷めない
電源コードに無理な力を加えた
り、重い物をのせないでくださ
い。また、束ねたまま使用しな
いでください。
火災や感電の原因になります。

警告（WARNING）

必ず行う 必ず行う

禁 止ぬれ手禁止

暖房機など電化製品の上に置かない
転倒すると水がこぼれ、火災や
感電の原因になります。

禁 止

禁 止

加湿された風が家具、壁、カーテン
などに直接あたるところには置か
ない
しみが付いたり、変形するおそれ
があります。

禁 止

不安定な場所に置いたり、傾けて
使用しない
タンクやトレイに水が入った状態で転倒し
たときは電源プラグを抜き、水平な場所に
設置し、水をふいて十分に乾かしてから、電源プラ
グを差し直してください。
火災や感電の原因になります。

禁 止

水道水（飲用）以外は使用しない
　○　40℃以上のお湯や汚れた水、ミネラル
　ウォーター、アルカリイオン水、井戸水、
　浄水器の水などを使用しないでください。
　雑菌やカビが繁殖しやすくなったり、
　変形・割れ（水漏れ）・故障の原因になります。
　○　化学薬品（塩素系除菌消臭剤など）、芳香剤（アロマ
　オイルなど）を使用しないでください。
　変形・割れ（水漏れ）・故障・火災の原因になります。
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定期点検のおすすめ

保管と廃棄のしかた

長期間ご使用になりますと機器の点検が必要となります。シーズン初めやシーズン終了時にお買い上げの
販売店などに点検依頼（有料）をおすすめします。

愛情点検 長年ご使用の加湿器の点検を！

こんな
症状は
ありま
せんか

ご使用
中   止

事故防止のため、電源プラグを
コンセントから抜き、お買い上
げの販売店に点検・修理をご相
談ください。

・水漏れする。
・本体が異常に熱かったり、焦げ
　くさい臭いがする。
・運転中に異常な音や振動がする。
・その他の異常や故障がある。

廃棄するとき
本体・消耗部品を廃棄するときは、各自治体の指示に従ってください。

保管するとき（長期間使用しないとき）

17

「お手入れのしかた」に従ってお手入れする。

お買い上げ時の包装箱、またはポリ袋などに入れ保管する。
　○　お手入れした部品を十分に乾かしてください。
　○　本体を傾けたり、横倒しの状態にしないでください。
　○　湿気の少ないところに保管してください。

1
2
3

お手入れ後、お手入れリセットボタンを押し、リセットする。14ページ

14ページ

　○　抗菌気化フィルター･･･････レーヨン・プラスチック（ポリエステル）
　○　抗菌エアフィルター･･･････プラスチック（PP）
　○　Ag+抗菌アタッチメント･･･プラスチック（PP・ナイロン）

消耗部品の材質



点
検
・
そ
の
他

故障かな？と思ったら

18

修理を依頼する前に
次の症状は故障ではありません。修理を依頼される前にもう一度ご確認ください。
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処 置 方 法原　因症　状
給水サイン（赤）と現在湿
度表示が点滅している

タンクに水が入っている
のに給水サイン（赤）が
点滅する

湯気や霧が見えない

運転しない

運転中なのに風が出ない
（加湿しない）

風は出ているのに、タン
クの水が減らない、また
は風の出が少ない

風が冷たい

現在湿度が設定湿度より
高い、または現在湿度表
示が70％以下にならない
加湿器の現在湿度表示と
他の湿度計の表示が一致
しない
運転切換ができない
切タイマー運転ができ
ない

湿度が上がらない

運転停止中に送風ファン
が回っている

音がする

臭いが出る

タンクの水がなくなった。

本体が傾いている。
トレイが本体に確実に入っていない。
フロートが引っ掛かっている。
運転 入/切スイッチを押し直していな
い。
本製品は抗菌気化フィルターに風を
あてて湿った空気を送り出す方式の
ため、湯気や霧は見えません。
チャイルドロックがセットされてい
る。
給水サイン（赤）が点滅している。
電源プラグが抜けている。
部屋の湿度が設定した湿度以上に
なっているため、加湿を止めていま
す。
吸気グリルにほこりが付着している。
抗菌気化フィルターに水アカやごみ
が付着している。
水が気化するときに熱が奪われるの
で、室温より低い温度の風が出ます。

設置状況によっては現在湿度が設定
湿度より高くなることがあります。

現在湿度表示は、加湿器の設置状況
や湿度計の種類により異なります。

給水サイン（赤）が点滅している。

部屋が広すぎる。
エコ（eco）運転、静音運転、おやすみ
加湿運転になっている。
窓や戸が開いている。
抗菌気化フィルターに水アカやごみ
が付着している。
部屋の湿度を検知するため一定間隔
で送風ファンが回ります。
「ボコボコ」という音は、タンクから
トレイに水が供給されるとき、タンク
の中に空気が入る音です。

「ブーン」、「ジー」という音は、送風
ファンが動いている音です。

抗菌気化フィルター・吸気グリル・ト
レイが汚れている。

タンクに給水する。

水平な場所に設置する。
トレイを本体の奥まで確実に入れる。
フロート周辺のごみを取り除く。

運転 入/切スイッチを押し直す。

異常ではありません。

チャイルドロックを解除する。

タンクに給水する。
電源プラグをコンセントに確実に差し込む。

異常ではありません。

吸気グリルのお手入れをする。

抗菌気化フィルターのお手入れをする。

異常ではありません。

設置場所を確認する。
十分な加湿が得られているときは、運転を停止する。

設置場所を確認する。

現在湿度表示は、目安としてお使いください。

タンクに給水する。

適用床面積の範囲でお使いください。

標準運転でお使いください。

窓や戸を閉めてお使いください。

抗菌気化フィルターのお手入れをする。

異常ではありません。気になる方は、現在湿度表示を
消してお使いください。

異常ではありません。

異常ではありません。いつもより音が大きいときは、
吸気グリル・抗菌気化フィルターのお手入れをしてお
使いください。
抗菌気化フィルター・吸気グリル・トレイのお手入れ
をする。
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